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　　　վ組ߏ૝中）1

学事日程（2024年4月～9月）
月 日

3日(水)
3日(水) ～ 7日(日)
4日(木)・5日(金)
8日(月)

7日(水) 
8日(木) 
13日(火) ～ 15日(木)
19日(月)
19日(月) ～ 9月6日(金)
3日(火)
15日(日) ～ 19日(木)
20日(金)
23日（月）
30日(月)

15日(月) 
25日(木)
29日(月)・30日(火)
31日(水) ～ 8月6日(火)

4月

5月
6月

7月

8月

9月

祝日授業日
地域理解ゼミナール合同発表会(2年生)
補講日
春学期定期試験期間
試験予備日
学生夏季休業開始
お盆窓口業務休業日（予定）
追試験
集中講義期間
秋学期卒業者発表・成績発表
履修登録期間
授業開始
祝日授業日
9月卒業式

2日(日)
15日(土)

創立記念日
個別面談・父母の会総会(予定)

入学式
履修登録期間（新入生）
ガイダンス・健康診断
授業開始

行　　　事　　　等

【プログラム】

※実施内容は変更となる
可能性がございます。
　詳細は大学HPをご覧
ください。

Instagram
nsu_gakuseikoho

学生広報チームが
　　　SNSで情報発信！

ゼミや部活動、学内外のイベントなど、学生が日々取材に飛
び回ります！
学生の視点から産大の魅力をXやInstagramで発信しています
のでぜひご覧ください。

最新の産大情報とお土産を
用意して、皆さんの参加を
お待ちしています！ 10：30～13：00

2024.3.20（水・祝）
学部・学科の魅力を説明、入試・奨学制度の説明、
在学生によるキャンパスツアー、フリートークなど

お申し込み・お問合せ 　  0120-787-124（入試課）

春のオープンキャンパスを開催！

X
＠NSU_gakuseikoho

青海波（せいがいは）

発　行　日／令和６年２月
編集・発行／新潟産業大学　新潟県柏崎市軽井川4730番地
　　　　　　　TEL0257-24-6655　FAX0257-22-1300　https://www.nsu.ac.jp/

無限に広がる穏やかな波に未来永劫と平和な暮らしへの願いが込められた文様。
この文様の由来は遠くシルクロードまで遡るとされており、これを本学の校章（３つの波）に重ね合わせ、
地域を知り世界を知ることの象徴として、本学の情報発信媒体である学報の名称に採用しました。

表紙の写真「黄昏の頃」

表紙の写真は、本学写真部の本田翔大さん（文
化経済学科2年）の投稿作品です。
秋の夕暮れ、友人と海を見に行った時に何気な
く撮影した一枚ですが、夕日が沈む海を眺め
ながら物思いにふける様子が伝わります。
「僕は何者で、何になるんだろう・・・」。とりと
めのないことを考えるひととき。
若い皆さんも、そしてかつて若かった皆さんも、
きっとこんな経験があるのではないでしょうか。

（撮影場所：鵜川河口付近にて）
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令
和
５
年
11
月
27
日
（
月
）、
本
学
と
韓

国
東
新
大
学
と
の
交
流
基
本
協
定
に
関
す
る

調
印
式
が
本
学
で
行
わ
れ
、
梅
比
良
眞
史
学

長
と
李
周
禧
（
イ
・
ジ
ュ
ヒ
）
総
長
と
が
協

定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

本
学
で
は
韓
国
語
や
韓
国
の
文
化
事
情
の

授
業
を
開
講
し
て
お
り
、
受
講
学
生
の
留
学

先
確
保
を
課
題
と
す
る
中
、
今
回
の
東
新
大

学
と
の
協
定
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
今
後
は
交
換

留
学
生
の
相
互
派
遣
や
、
教
育
・
研
究
を
通

じ
た
国
際
交
流
の
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
学
梅
比
良
眞
史
学
長
の
コ
メ
ン
ト

「
東
新
大
学
は
留
学
生
が
多
く
在
籍
し
て

い
る
。
そ
の
国
際
性
も
生
か
し
つ
つ
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
。
人
と
人
が
両
大
を
行
き

交
う
こ
と
が
第
一
だ
が
、
我
々
の
通
信
教
育

課
程
も
補
完
的
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
」

東
新
大
学
李
周
禧
総
長
の
コ
メ
ン
ト

「
羅
州
市
は
人
口
12
万
人
の
地
方
都
市
で
、

韓
国
電
力
の
本
社
が
あ
る
。
本
学
も
地
域
と

の
関
係
を
大
切
に
し
て
い
る
。
学
生
、
教
職

員
が
両
国
の
文
化
を
学
ぶ
機
会
を
つ
く
り
、

互
い
に
見
聞
を
広
げ
て
い
き
た
い
」

【
コ
ー
ス
制
の
導
入
】

新
潟
産
業
大
学
は
、２
０
２
５
年
４
月
よ

り
経
済
学
部
を
、各
学
科
３
コ
ー
ス
か
ら
な

る
教
育
体
系
に
変
更
し
ま
す
。

【
経
済
経
営
学
科
・
３
コ
ー
ス
の
特
色
】

①
「
経
済
分
析
・
経
済
予
測
コ
ー
ス
」で

は
、〝
経
済
学
と
は
ど
う
い
っ
た
学
問
か
〞を

問
い
か
け
る
導
入
教
育
を
実
施
す
る
他
、

コ
ー
ス
横
断
的
な
「
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
ク

ラ
ス
」を
設
け
、コ
ー
ス
担
当
教
員
の
主
導

に
よ
り
公
務
員
対
策
や
大
学
院
進
学
を
支

援
し
ま
す
。

②
「
企
業
経
営
・
情
報
コ
ー
ス
」で
は
、

こ
れ
ま
で
の
起
業
を
含
む
経
営
学
に
加
え
、

生
成
Ａ
Ｉ
や
そ
れ
に
伴
う
情
報
倫
理
な
ど
、

情
報
化
社
会
へ
の
対
応
を
強
化
し
ま
す
。

③
「
企
業
会
計
・
金
融
コ
ー
ス
」で
は
、

従
来
か
ら
の
会
計
学
に
加
え
、銀
行
や
証
券

会
社
勤
務
を
目
指
す
講
義
を
大
幅
に
増
や

し
ま
す
。

【
文
化
経
済
学
科
・
３
コ
ー
ス
の
特
色
】

①
「
文
化
産
業
・
国
際
文
化
コ
ー
ス
」で

は
、博
物
館
学
芸
員
の
養
成
に
加
え
、日
本

が
世
界
に
誇
る
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
文
化
の

理
解
や
、出
版
・
広
告
業
界
へ
の
就
職
を
意

識
し
て
い
ま
す
。

②
「
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
コ
ー
ス
」

で
は
、旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
資
格
取
得
を

目
指
し
、旅
行
代
理
店
勤
務
や
ツ
ア
ー
・
コ

ン
ダ
ク
タ
ー
を
育
て
ま
す
。ま
た
環
境
に
配

慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
経
営
コ
ー
ス
」は
、

ア
ス
リ
ー
ト
系
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、産

学
官
連
携
で
、高
齢
者
や
従
業
員
の
健
康
づ

く
り
を
担
う
専
門
家
を
養
成
し
ま
す
。明
る

く
元
気
な
地
域
づ
く
り
の
創
出
だ
け
で
は

な
く
、寝
た
き
り
を
防
止
し
、医
療
費
削
減

と
い
っ
た
経
済
効
果
を
ね
ら
い
ま
す
。

【
出
口
重
視
の
課
題
解
決
型
教
育
】

両
学
科
共
に
、卒
業
時
に
獲
得
す
べ
き
技

術
・
能
力
を
見
据
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体

系
を
備
え
る
と
と
も
に
、地
域
連
携
の
強
化

に
よ
る
、現
在
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
解
決

型
教
育
の
展
開
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

韓
国
東
新
大
学
と
連
携
協
定
を
締
結

協定書を取り交わす梅比良眞史学長（右）と李周禧総長

令
和
５
年
11
月
15
日
（
水
）、
本
学
通
信

教
育
課
程
「
ネ
ッ
ト
の
大
学
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｒ

ａ
」
は
、
学
校
法
人
岡
山
瀬
戸
内
学
園
（
岡

山
県
倉
敷
市
、
本
原
康
彦
理
事
長
）
と
連
携

協
定
を
締
結
し
、
調
印
式
を
執
り
行
い
ま
し

た
。こ

の
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
本
学
で
は
学

校
法
人
岡
山
瀬
戸
内
学
園
が
運
営
す
る
倉
敷

高
等
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
、
次
の
２
点
を

提
供
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

①
多
様
な
学
び
方
が
広
が
る
昨
今
、
時
間
や

場
所
に
制
約
の
な
い
自
由
な
学
び
を
創
造

で
き
る
「
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ａ
」
の
学
び
の

あ
り
方
を
同
校
の
生
徒
に
知
っ
て
も
ら

い
、
キ
ャ
リ
ア
構
築
の
一
助
と
す
る
。

②
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ａ
「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

コ
ー
ス
」
に
て
展
開
し
て
い
る
ラ
ー
ニ
ン

グ
ジ
ャ
ー
ニ
ー
（
地
域
創
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

に
、
生
徒
が
長
期
休
暇
等
を
利
用
し
て
参

加
し
、
地
方
創
生
・
地
域
貢
献
の
視
点
を

身
に
つ
け
る
。

※
岡
山
県
内
に
は
西
粟
倉
村
、
和
木
町
の
二
拠
点
を
展
開

今
後
本
学
で
は
、「
地
域
に
学
び
、
地
域

を
お
こ
す
」
人
材
育
成
を
、
新
潟
県
内
の
み

な
ら
ず
日
本
全
国
へ
と
広
げ
て
い
き
ま
す
。

学
校
法
人
岡
山
瀬
戸
内
学
園
と
連
携
協
定
を
締
結

協定書を取り交わす梅比良眞史学長（右）と本原康彦理事長

2025年4月スタートとなる6コース（2024年2月現在改組構想中）
学科名 コース名（仮称） 開講予定主要科目の例（仮称） 想定される進路の例
経
済
経
営
学
科

①経済分析・経済予測 経済入門、ミクロ経済学、マクロ経済学、国際経済学 地方公務員(県庁・市役所等）、大学院進学、NGO

②企業経営・情報 経営情報論、情報化社会論（AI）、マーケティング論、起業論 IT系企業、起業、地方公務員、運輸業

③企業会計・金融 金融論、ファイナンシャル・プランニング、不動産管理論 銀行､保険､証券、日本郵政､ＪＡ、会計事務所

文
化
経
済
学
科

①文化産業・国際文化 文化産業論、日本のマンガ・アニメーション
服飾産業論、博物館概論

アパレル業､出版､印刷、広告業、コンテンツ産業
博物館学芸員

②持続可能な地域づくり 地域政策、まちづくり､ＳＤＧｓ入門、旅行業法
アグリビジネス論、食文化論、福祉住環境論

地方公務員（市役所等）、運輸業､観光･旅行業
ホテル業、アグリ事業､ＪＡ､飲食業、福祉施設

③スポーツ・健康経営 スポーツ心理学、コーチング論、レクリエーション論
健康経営論、スポーツ栄養学

地方公務員(健康づくり･消防･警察)
中学校・高等学校教諭、スポーツ系企業､建設業
アスリート

※カリキュラムおよび科目名は変更となる可能性があります。

令
和
５
年
11
月
19
日

（
日
）
に
実
施
さ
れ
た

第
１
６
５
回
日
商
簿
記

検
定
１
級
試
験
に
、
水

尻
天
人
さ
ん
（
経
済
経
営
学
科
４
年
）
が

合
格
し
ま
し
た
。

今
回
の
試
験
は
、
受
験
者
１
０
２
５
１

名
に
対
し
合
格
者
１
７
２
２
名
（
合
格
率

16.

８
％
）
と
い
う
難
関
で
し
た
。
水
尻

さ
ん
は
昨
年
に
続
い
て
二
度
目
の
挑
戦
で

見
事
合
格
を
果
た
し
ま
し
た
。　
　

将
来
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、「
公
認
会

計
士
に
な
る
こ
と
で
す
。
難
し
い
試
験
で

す
が
「
自
分
な
ら
必
ず
合
格
で
き
る
」
と

信
じ
、
毎
日
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
」
と

力
強
く
答
え
て
く
れ
た
水
尻
さ
ん
。

水
尻
さ
ん
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

経
済
経
営
学
科
４
年

　
　
　
　
水
尻

天
人
さ
ん
が

日
商
簿
記
検
定
試
験
１
級
に
合
格
！

祝！

※
コ
ー
ス
名
お
よ
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

２
０
２
４
年
２
月
現
在
の
構
想
で
す
。

変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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７
月
25
日
（
火
）、
柏
崎
市
の
夏
の
夜
を
彩

る
一
大
イ
ベ
ン
ト
、ぎ
お
ん
柏
崎
ま
つ
り
「
た

る
仁
和
賀
パ
レ
ー
ド
」
が
４
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
学
も
「
地
域
に
学
び
地
域

を
お
こ
す
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
運
動
部
の

学
生
た
ち
が
中
心
と
な
り
神
輿
担
ぎ
に
参
加

し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
開
催
が
３
年
間
見
送
ら
れ
た
「
た
る

仁
和
賀
パ
レ
ー
ド
」。
今
回
が
初
参
加
と

い
う
学
生
も
多
く
、
事
前
に
行
っ
た
神

輿
担
ぎ
の
練
習
や
本
番
に
向
け
た
準
備
で

は
、
戸
惑
い
や
不
安
を
口
に
す
る
者
も
い

ま
し
た
。
し
か
し
当
日
、
い
ざ
祭
り
が
ス

タ
ー
ト
す
る
と
熱
気
に
包
ま
れ
た
会
場
に
学

生
も
大
興
奮
！
「
セ
イ
ヤ
！
」「
サ
ー
！
」

と
大
き
な
掛
け
声
を
あ
げ
て
神
輿
を
担
ぎ
、

会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
途
中
す

れ
違
う
各
団
体
の
神
輿
に
エ
ー
ル
を
送
る
な

ど
、
祭
り
の
雰
囲
気
に
す
っ
か
り
溶
け
込
ん

で
い
ま
し
た
。

柏
崎
市
長
の
前
で
口
上
を
務
め
た
田
中
真

由
さ
ん
（
４
年
）
は
、「
た
る
仁
和
賀
に
参

加
し
て
、
参
加
者
同
士
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん

地
域
の
方
々
と
も
交
流
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
。
柏
崎
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
祭
り
を
盛
り

上
げ
、
改
め
て
地
域
の
繋
が
り
の
大
き
さ
に

感
動
し
た
。
ま
た
、
学
生
代
表
と
し
て
口
上

を
述
べ
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
」
と
初
め
て
の
「
た
る
仁
和
賀
」
を
充
実

し
た
表
情
で
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
他
の
学
生
か
ら
も
「
地
域
の
一

員
に
な
れ
た
気
が
し
た
」「
来
年
も
絶
対
に

参
加
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
自
分

た
ち
が
地
域
を
盛
り
上
げ
る
一
助
と
な
れ
た

こ
と
を
肌
で
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
学
生
た

ち
に
た
く
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
声
援
と
拍
手

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
は
地
元
柏
崎
を
さ
ら

に
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

10
月
14
日
（
土
）・
15
日
（
日
）、
本
学
キ
ャ

ン
パ
ス
で
第
35
回
「
紅
葉
祭
」（
学
園
祭
）
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
４
年
ぶ
り
に
一

般
開
放
で
の
開
催
と
な
り
、
多
く
の
来
場
が

あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
黎
明
ｒ
ｅ
ｉ
ｍ
ｅ
ｉ
』。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
夜
が
明
け
、
紅

葉
祭
を
自
分
た
ち
の
手
で
新
た
に
作
り
上
げ
、

多
く
の
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
学
生
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

お
笑
い
ラ
イ
ブ
や
ビ
ン
ゴ
大
会
、
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
、
コ
ス
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト
、
軽
音
楽

部
ラ
イ
ブ
や
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
茶
道
部
に

よ
る
お
茶
会
、
書
道
体
験
会
や
写
真
部
の
ポ

ス
ト
カ
ー
ド
販
売
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
発
表
会
や

展
示
、
私
の
主
張
、
文
化
講
演
会
な
ど
数
多

く
の
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。一
方
飲
食
ブ
ー

ス
で
は
、
焼
き
そ
ば
、
手
羽
元
汁
、
焼
き
鳥
、

ク
レ
ー
プ
、
た

こ
焼
き
、
海
鮮

焼
き
、
玉
こ
ん

に
ゃ
く
な
ど
こ

ち
ら
も
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル

の
18
店
舗
が
出

店
。
中
に
は
行

列
の
店
も
あ
り
、

と
て
も
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
柏
崎

市
の
本
学
な
ら
で
は
の
催
し
と
し
て
、
講
堂

で
は
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
綾

子
舞
」
が
披
露
さ
れ
、
と
て
も
見
ご
た
え
の

あ
る
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
一
部
写
真
付
き
で

紹
介
し
ま
す
。

「
私
の
主
張
in
産
大
」

モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
か
ら
の
本
学
留
学
生
や
市
内
の
中
学
生
が
参

加
し
、
日
本
語

と
英
語
で
の
発

表
が
あ
り
ま
し

た
。
母
国
語
で

は
な
い
言
葉
で

も
、
堂
々
と
自

分
の
主
張
を
発

表
す
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

「
茶
道
部

お
茶
会
」

茶
席
は
季
節
に
合
わ
せ
た
お
花
や
お
道
具
で
設

え
ら
れ
、
心
を
落
ち
着
か
せ
て
お
点
前
を
披
露
し

て
い
ま
し
た
。
茶
道
の
作
法
が
分
か
ら
な
い
人
に

も
部
員
が
丁
寧
に
教
え
て
い
ま
し
た
。

「
ｍ
ａ
ｎ
ａｇ
ａ
ｒ
ａ
オ
フ
会
」

本
学
通
信
教
育
過
程
「
ｍ
ａ
ｎ
ａｇ
ａ
ｒ
ａ
」
の
オ

フ
会
も
開
催
さ
れ
、
画
面
上
で
は
な
く
対
面
で
交

流
を
行
い
ま
し
た
。
全
国
か
ら
学
生
が
集
り
、
教

員
や
ス
タ
ッ
フ
と
歓
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
コ
ス
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト
」

学
友
会
メ
ン
バ
ー
の
強
い
要
望
に
よ
り
企
画
さ

れ
た
コ
ス
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト
。
参
加
者
は
学
内
を

コ
ス
プ
レ
で
練
り
歩
き
、
投
票
で
結
果
が
決
ま
り

ま
し
た
。
優
勝
者
は
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
の
コ
ス
プ

レ
を
し
た
６
才
の
男
の
子
で
し
た
。

「
ビ
ン
ゴ
大
会
」

ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
や
Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
、
大
き
な
ぬ

い
ぐ
る
み
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
賞
品
が
用
意
さ
れ
、

参
加
者
は
豪
華
賞
品
の
ゲ
ッ
ト
を
目
指
し
て
一
喜

一
憂
し
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ぎ
お
ん
柏
崎
ま
つ
り「
た
る
仁に

わ

か
和
賀
パ
レ
ー
ド
」に
参
加

第
35
回「
紅
葉
祭
」開
催

口上を述べる田中真由さん

事前練習の様子

「ビンゴ！」の声が会場のあちらこちらから！ 司会者たちもコスプレ！？

来場者に見事なお手前を披露和やかな雰囲気で歓談する様子

交換留学生　李建霖さん（中国）のスピーチ



図書館だより

先生方の
オススメの本を
教えてください

蓮池教授のオススメ本
『死者宅の清掃』

キム・ワン(ஶ)ʗ࿇஑܆（༁）
࣮業೭日本社

ؖ国のಛघਗ਼૟員͕Έ
たݽಠࢮのه࿥Ͱ͢ɻ
、つΊΔ͜ͱ͕ݟをࢮ
生きΔ͜ͱ΁のώントをत͚ͯくれΔͱいう
の͕ஶ者のࢥいͰ͢ɻ

小学生かΒେ人·Ͱ、ಡΉ౓
にײじΔ͜ͱ͕ҧい·͢ɻߴ
のत業ͰॳΊޠ୅、ӳ࣌ߍ

ͯಡΈ·͠たɻʮେ੾な͜ͱ͸໨に͸͑ݟ
ないʯ͸有名なフϨーζͰ͢ɻࢲ͸UBNFͱ
いうݴ༿の༁をࠓ΋ؾにͯ͠い·͢ɻ

『星の王子さま』
サン�テグジュϖリ(作)
内౻ （୕༁）ʗؠ೾ॻ店

※本学図書館に所蔵されていない本は、公共図書館
で借りることが出来ます。各図書館ホームページ
で検索してみてください！

あ
る
本
の
話

ย
Ԭ
௚
थ

『
朱
鷺
の
遺
言
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
八
年
初
版
）

と
い
う
本
が
あ
る
。
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
・
小
林

照
幸
氏
が
、
朱
鷺
の
保
護
活
動
に
尽
力
す
る
人
々
の
姿

を
丹
念
に
追
っ
た
力
作
で
、
当
時
そ
の
中
心
で
あ
っ
た

佐
藤
春
雄
氏
の
事
績
に
多
く
の
紙
数
が
割
か
れ
て
い
る
。

佐
藤
氏
は
佐
渡
の
県
立
高
校
の
教
諭
を
務
め
な
が
ら

毎
日
の
早
朝
、
朱
鷺
の
い
る
田
ん
ぼ
に
通
い
、
草
む
ら

に
隠
れ
て
遠
く
か
ら
朱
鷺
の
観
察
を
続
け
た
。
朱
鷺
は

警
戒
心
が
強
い
。

朱
鷺
た
ち
が
飛
び
立
つ
と
田
ん
ぼ
に
降
り
て
糞
を

拾
っ
て
は
収
集
し
た
。
謎
と
さ
れ
て
い
た
朱
鷺
の
生
態

を
知
る
た
め
だ
。
こ
れ
を
来
る
日
も
来
る
日
も
毎
日
続

け
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
そ
の
情
熱
に
は
圧
倒
さ
れ
る
。

朱
鷺
に
は
い
わ
ゆ
る
朱
鷺
色
と
灰
色
の
二
種
が
あ
る

と
す
る
旧
来
の
定
説
は
誤
り
で
、
繁
殖
期
に
自
ら
の
黒

い
分
泌
物
を
羽
毛
に
塗
り
付
け
る
習
性
に
よ
っ
て
変
色

す
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
の
も
市
井
の
研
究
者
で
あ
る

佐
藤
氏
だ
。

私
は
痛
く
胸
を
う
た
れ
、
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
に
話
を

し
た
と
こ
ろ
、Ｉ
君
が
「
そ
の
佐
藤
春
雄
は
私
の
祖
父
で

す
。」
と
い
う
。
私
は
奇
縁
と
は
こ
の
こ
と
か
と
驚
き
、

お
祖
父
様
の
揮
毫
を
乞
う
べ
く
手
元
の
本
を
Ｉ
君
に
託

し
た
。

の
ち
に
本
を
携
え
て
き
た
Ｉ
君
に
よ
る
と
佐
藤
氏
は

「
こ
れ
は
小
林
先
生
の
著
作
だ
か
ら
私
が
サ
イ
ン
し
て
先

生
（
片
岡
）
に
渡
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
た
だ
孫
の

お
前
宛
て
に
は
そ
う
し
て
も
よ
か
ろ
う
。お
前
が
も
ら
っ

た
も
の
だ
か
ら
こ
れ
を
先
生
に
渡
す
の
は
お
前
の
自
由

だ
。」
と
仰
っ
た
と
い
う
。
一
本
筋
の
通
っ
た
人
と
い
う

の
は
こ
う
い
う
も
の
か
と
思
っ
た
。

佐
藤
氏
は
二
〇
一
四
年
に
亡
く
な
っ
た
と
報
道
さ
れ

た
。Ｉ
君
は
か
つ
て
の
人
文
学
部
を
〇
一
年
に
卒
業
し
た

私
の
ゼ
ミ
の
一
期
生
だ
か
ら
、
い
ま
四
四
〜
四
五
歳
に

な
っ
て
い
よ
う
。

佐
藤
氏
に
よ
っ
て
墨
色
も
鮮
や
か
に
二
人
の
名
前
が

記
さ
れ
た
そ
の
本
は
、
い
ま
も
私
の
研
究
室
の
書
架
に

大
切
に
置
か
れ
て
い
る
。

（
新
潟
産
業
大
学
教
授
・
図
書
館
長
）

電
子
書
籍
利
用
促
進
の
取
組
み

電
子
書
籍（
学
内
利
用
者
専
用
サ
ー
ビ
ス
）の
認
知
度
を
上
げ
る
た
め
、

本
学
写
真
部
と
コ
ラ
ボ
し
お
り
を
作
成
し
ま
し
た
。

学
生
が
撮
影
し
た
写
真
を
表
側
に
使
用
、
裏
側
に
は
電
子
書
籍
へ
の
ア
ク

セ
ス
方
法
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
し
て
記
し
て
い
ま
す
。

色
の
出
方
な
ど
ほ
ん
の
少
し
の
差
で
、
作
品
と
し
て
表
に
出
る
こ
と
が
か

な
わ
な
か
っ
た
、
柏
崎
の
花
火
や
海
辺
、

地
域
の
行
事
な
ど
を
切
り
取
っ
た
美
し

い
写
真
が
し
お
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ウ
ン
タ
ー
前
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

電
子
書
籍
は
学
内
向
け
の
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
で
す
が
、
し
お
り
と
し
て
使
用
で
き

ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
お
持

ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

移
動
図
書
館「
か
れ
ご
文
庫
」事
務
室
に
設
置
し
ま
し
た

職
員
の
図
書
館
利
用
を
促
進
し
よ
う
と
、
学
内
移
動
図
書
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
ま
し
た
。「
か
れ
ご
文
庫
」と
い
い
ま
す
。

一
階
事
務
室
内
に
棚
を
設
置
し
、
司
書
が
選
ん
だ
紙
の
書
籍
20
冊
を
配
架

し
て
い
ま
す
。「
業
務
の
ヒ
ン
ト
、メ
ン
タ
ル
の
セ
ル
フ
ケ
ア
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
潤
滑
油
と
な
り
そ
う
な
書
籍
を
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

司
書
が
毎
月
本
を
選
定
し
ま
す
。

本
学
の
図
書
館
は
三
階
に
あ
り
、
一
階
で
業
務
を
行
う
職
員
に
と
っ
て
、

図
書
館
は
足
を
運
び
に
く
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
な
ら
図
書
館
を
出

前
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
発
想
か
ら
か
れ
ご

文
庫
は
生
ま
れ
ま
し
た
。

電
子
も
便
利
で
す
が
、
重
み
や
手
触
り
、
本

の
香
り
を
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
紙
の
本
な
ら
で

は
の
良
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
職
員
の

日
常
に
も
プ
ラ
ス
効
果
を
も
た
ら
す
存
在
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

※

「
か
れ
ご
」は
本
学
が
位
置
す
る
軽
井
川（
か
る

い
が
わ
）の
古
称

令
和
５
年
５
月
よ
り
、学
外
者
利
用
を
再
開
し
て
お
り
ま
す
。ご
入
館
の
際
に
は
、カ
ウ

ン
タ
ー
に
て
お
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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一
般
の
方
の
ご
利
用
に
つ
い
て

Part V

住吉教授のオススメ本

部活・サークル活動紹介

本学図書館では、令和5年3月から「LibrariE」という電子図書館サービ
スを導入しました。先行で導入していた「Maruzen eBook Library」は、
専門的な電子書籍を提供していましたが、この度導入した「LibrariE」
は、一般書が中心です。このサービスの導入により、本学で利用できる電
子書籍のタイトル数は200となりました。紙書籍と電子書籍の利用目
的、長所・短所をそれぞれ意識しつつ、利用普及に努めてまいります。

（※学内者専用サービスです。）

【電子書籍「LibrariE」のご紹介】本学の電子書籍の利用推移（参考）

2019

500

250

0
2020

タイトル数
2021 2022 2023

貸ग़࡭数

本
学
写
真
部
の
活
動
は

　
　
　
　こ
ち
ら
か
ら
↓

部活・サークルに参加している目的（2つまで）

友人を得るため

知識・教養・
技術を身に
つけるため

趣味と一致して
いるから

学生生活を楽しむため

教職員・友人との
交流を深めるため

就職に有利だから

参加しないと
孤立するから

大会に参加する
ため

友人・先輩が参加
しているから

10％

23％

18％17％
5％
5％

居場所の確保
0％

1％

11％

10％

Q Q部活・サークル活動参加の満足度（2つまで）

友人・居場所を
得た

知識・教養・
技術が
身についた

人格形成に役立った

技術の向上と
大会に参加できた

健康増進に役立った

満足度は持てなかった

社会貢献ができた

28％

27％12％

5
％5％

15％

愛校心・
帰属意識が
高まった 1％

7％
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回
答
で
は
、
部
活
動
の
参
加
目
的
と
し
て

「
知
識
・
教
養
・
技
術
を
身
に
つ
け
る
」
が
最

も
多
く
、「
学
生
生
活
を
楽
し
み
た
い
」
の
割

合
も
多
い
こ
と
か
ら
、
充
実
し
た
４
年
間
を

過
ご
し
た
い
と
い
う
学
生
の
希
望
が
う
か
が

え
ま
す
。
そ
し
て
実
際
に
参
加
し
た
結
果「
友

人
や
居
場
所
を
得
た
」「
知
識
・
教
養
・
技
術

が
身
に
つ
い
た
」
と
一
定
の
充
実
感
を
感
じ

て
い
る
よ
う
で
す
。

10
月
８
日
（
日
）
に
上
越
市
総
合
体
育
館

で
行
わ
れ
た
「
令
和
５
年
度
新
潟
県
硬
式
卓

球
選
手
権
大

会
（
会
長
杯
）

兼
全
日
本
予

選
会
」
に
お

い
て
、
新
沢

ほ
の
か
選
手

（
経
済
経
営

学
科
２
年
）

が
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
第
３

位
に
入
賞
し

ま
し
た
。
こ

の
結
果
を
受

け
て
、
令
和
６
年
１
月
22
日
（
月
）
か
ら
東

京
体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
天
皇
杯
・
皇
后
杯

２
０
２
４
年
全
日
本
選
手
権
大
会
」
に
出
場

し
ま
し
た
。
結
果
は
残
念
な
が
ら
２
回
戦
敗

退
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
さ
ら
な
る
活

躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
！

９
月
１
日（
金
）か
ら
３
日（
日
）の
３
日
間
、

横
浜
国
際
プ
ー
ル
に
て
日
本
学
生
選
手
権（
イ

ン
カ
レ
）
が
開
催
さ
れ
、
本
学
か
ら
は
男
女

両
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

男
子
は
目
標
と
し
て
い
た
ベ
ス
ト
８
入
り

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
女
子
は
終

了
時
間
ま
で
懸
命
に
プ
レ
ー
し
ま
し
た
が
惜

し
く
も
初
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
の
イ
ン
カ
レ
で
は
躍
進
す
る
姿
を

見
せ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
応

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

５
月
27
日
（
土
）
か
ら
６
月
24
日
（
土
）

に
か
け
て
、
第
47
回
総
理
大
臣
杯
全
日
本
大

学
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
北
信
越
大
会
が

開
催
さ
れ
、
本
学
サ
ッ
カ
ー
部
が
３
位
に
な

り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
全
国
大
会
出
場
は
果
た
せ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
悔
し
さ
を
糧
に
令
和

６
年
は
飛
躍
を
誓
い
ま
す
！

部
活
動
サ
ー
ク
ル
活
動

水
球
部

イ
ン
カ
レ
出
場

サ
ッ
カ
ー
部

第
47
回
総
理
大
臣
杯

　
　
　
北
信
越
大
会
３
位

卓
球
部

全
日
本
選
手
権
大
会
に
出
場

学
務
課
で
は
、
令
和
５
年
10
月
に
学
生
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
部

活
動
に
つ
い
て
の
回
答
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。



基礎ゼミ紹介

基
礎
ゼ
ミ
紹
介

「自身の人間性や能力等の成長につなげられた。教職員の方と
　協力して仕事をすることで、自分の課題に気づくことができた」

「協働して学園祭に取り組んだ経験から垣根を超えた
　話し合いができるようになり、積極的に意見を言えるようになった」

「初見の状況で自分にどんな行動や発言ができるのかを分析することができた」

SA（スチューデント・アシスタント）を務めた学生の声SA（スチューデント・アシスタント）
上級生も共に成長

産
大
の
授
業
を
ズ
ー
ム
！

教
員
を
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
！

ྩ
࿨
̑
年
度
ỏ
৽
ͨ
ʹ
ண
೚
͞
Ε
ͨ
ઌ
ੜ
Λ
͝
঺
հ
͠
·
͢
Ố
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初
年
次
教
育
改
革
に
つ
い
て教授

阿
部

雅
明

令
和
５
年
度
か
ら
、
１
年
生
の
必
修
科
目

で
あ
る
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
・
Ⅱ
」
の
内

容
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

リ
メ
デ
ィ
ア
ル
中
心
の
内
容
か
ら
、
本
学
の

教
育
目
標
で
あ
る
「
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

自
ら
行
動
す
る
自
立
（
自
律
）
し
た
人
」
へ

向
け
た
第
一
歩
と
な
る
科
目
と
し
て
、
将
来

社
会
で
求
め
ら
れ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
」
や
「
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
人
に

伝
え
る
力
」、
そ
し
て
「
チ
ー
ム
で
協
働
し
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
達
成
す
る
力
」
を
養
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
学
習
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
特
徴
的
な
学

び
の
一
つ
に
、「
ク
ラ
ス
ご
と
に
秋
の
学
園

祭
で
出
店
す
る
」
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

出
店
す
る
た
め
の
企
画
立
案
、
実
施
準
備
、

学
園
祭
当
日
の
催
し
の
運
営
を
通
じ
て
、
学

生
か
ら
も
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」

や
「
協
働
す
る
力
」
に
つ
い
て
「
成
長
で
き

た
」、「
自
信
が
持
て
た
」
な
ど
の
感
想
を
得

て
い
ま
す
。

初
年
次
教
育
改
革
で
は
、
学
習
内
容
の
改

革
だ
け
で
は
な
く
、
新
入
生
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
も
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
は
、
１
ク
ラ
ス
あ
た
り
学
生
が
10
か
ら
20

名
程
度
の
少
人
数
制
の
授
業
で
す
が
、
各
ク

ラ
ス
に
は
担
任
教
員
に
加
え
、
職
員
に
よ
る

副
担
任
「
Ｃ
Ｌ
Ａ
（
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）」、
先
輩
学
生
に
よ
る
「
Ｓ

Ａ
（
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）」

が
配
置
さ
れ
、
こ
の
三
者
で
、
各
ク
ラ
ス
の

学
生
の
学
習
面
や
生
活
面
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
ま
す
。

と
く
に
２
年
生
以
上
の
先
輩
学
生
が
務
め

る
Ｓ
Ａ
は
、
毎
時
間
の
授
業
に
出
席
し
て
１

年
生
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
毎
週
の
授
業
終
了
後
は
、
全
ク
ラ

ス
の
担
任
教
員
、
Ｃ
Ｌ
Ａ
職
員
、
Ｓ
Ａ
学
生

が
集
ま
る
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
各

ク
ラ
ス
で
の
出
来
事
を
共
有
し
、
学
生
が
安

心
し
て
学
習
を
進
め
、
学
生
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
産
業
論
」

～
発
展
が
期
待
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
産
業
～

教
授

小
黒

裕
二

２
０
２
３
年
度
の「
ス
ポ
ー
ツ
産
業
論
」（
文

化
経
済
学
科
専
門
科
目
）
は
、
原
田
宗
彦
編

著
『
ス
ポ
ー
ツ
産
業
論
（
第
７
版
）』
を
参
考

図
書
と
し
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
産
業
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
活
動
の
総
称
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
製
造
や
販
売
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
運
営
や
管
理
、
ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ア

や
広
告
、競
技
や
観
戦
、教
育
、指
導
、ス
ポ
ー

ツ
医
療
、
健
康
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野

が
含
ま
れ
ま
す
。
講
義
で
は
、
明
治
時
代
に

ス
ポ
ー
ツ
が
学
校
体
育
と
し
て
取
り
入
れ
ら

れ
て
以
降
の
ス
ポ
ー
ツ
産
業
に
つ
い
て
の
歴

史
的
な
流
れ
を
理
解
し
、こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー

ツ
文
化
の
発
展
に
ス
ポ
ー
ツ
産
業
が
ど
う
関

連
す
る
の
か
を
考
察
で
き
る
よ
う
努
め
て
き

ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
は
経
済
的
な
価
値
だ
け
で
な
く
、

社
会
的
な
価
値
も
生
み
出
し
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
は
人
々
の
健
康
や
幸
福
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
交
流
、
文
化
や
芸
術
、
平
和
や
協

力
な
ど
に
寄
与
す
る
か
ら
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
産
業
は
世
界
的
に
拡
大
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
は
、
２
０
１
６
年
の
世
界

の
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
規
模
を
約
５
１
０
０

憶
ド
ル
と
推
計
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
、

２
０
２
１
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
ス
ポ
ー
ツ

産
業
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

政
府
は
２
０
２
５
年
ま
で
に
日
本
の
ス
ポ
ー

ツ
産
業
の
規
模
を
15
兆
円
に
す
る
と
い
う
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
大
会
中
止
や
無
観
客
開

催
な
ど
を
経
験
し
、
ｅ-

ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ
の
発

展
や
中
学
校
の
部
活
動
外
部
移
行
な
ど
を
含

め
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
の
形
が
大

き
く
変
化
し
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
は
さ
ら
な
る

成
長
と
多
様
化
が
期
待
さ
れ
る
分
野
で
す
。

２
０
２
４
年
度
も
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
こ
れ

か
ら
を
新
た
な
知
視
点
か
ら
学
生
に
考
え
て

も
ら
え
る
よ
う
、
最
新
の
情
報
を
交
え
な
が

ら
講
義
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

雲
居
陳
之（
講
師
）

簿
記
演
習
や

財
務
諸
表
論
な

ど
を
担
当
。
令

和
６
年
度
か
ら

は
企
業
会
計
分

野
の
専
門
ゼ
ミ

を
担
当
し
ま
す
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
出
来
事
は
？

紅
葉
祭
で
は
、
企
画
か
ら
運
営
ま
で
学
生

た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
盛
大
な
学
園
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。
小
規
模
な
本
学
に
と
っ
て
容

易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後
の
柏
崎
市
に
秋

の
美
し
さ
と
更
な
る
発
展
へ
の
自
信
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

大
学
で
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と
は
？

一
つ
目
は
、
社
会
人
に
な
る
前
に
社
会
で
役

に
立
つ
実
務
的
な
能
力
や
所
作
、
財
務
に
関
す

る
知
識
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
。
二
つ
目

は
大
学
の
友
達
は
一
生
も
の
で
す
か
ら
サ
ー

ク
ル
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
交
友
関
係
を
広

げ
て
、
自
分
の
幅
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。

澁
谷
朋
樹（
助
教
）

地
域
経
済
学

や
地
域
振
興
論

な
ど
を
担
当
。

ゼ
ミ
で
は
観
光

分
野
を
担
当
し

て
い
ま
す
が
、

県
外
出
身
の
た

め
新
潟
県
や
柏

崎
市
の
こ
と
は

初
心
者
な
の
で
、

学
生
と
一
緒
に
魅
力
探
し
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
出
来
事
は
？

４
月
か
ら
１
年
生
向
け
の
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
今
年
度
か
ら
初

年
次
教
育
改
革
が
始
ま
る
と
い
う
だ
け
で
も

肩
に
力
が
入
り
ま
し
た
が
、
着
任
し
て
最
初

の
講
義
だ
っ
た
の
で
か
な
り
緊
張
し
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

大
学
で
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と
は
？

大
学
生
活
を
通
し
て
自
分
の
研
究
テ
ー
マ

を
み
つ
け
て
、
学
生
と
し
て
主
体
的
に
学
び

を
深
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
ま
ず
は
様
々
な
も
の
に
興
味
を
持
ち
、

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

みんなで挑戦「ヘリウムリング」

紅葉祭準備の様子

紅葉祭後に行った発表会



キャリアサポート令和5年度の就職状況について

就
職
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
と
就
職
支
援

４
年
生
の
就
職
体
験
談
　
〜
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
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経
済
経
営
学
科
４
年

𠮷
川

一
生

（
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
㈱

内
定
）

私
は
２
年
生
の
後
半
か
ら
就
職
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
就
職
す
る
業
界
は
当
初
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、「
人
を
楽
し
ま
せ
る
場
所
で
働
き
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
人
を
楽

し
ま
せ
る
仕
事
が
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
サ
ー
ビ
ス
業
界

の
企
業
を
中
心
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
説
明
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
早
め
に
動
い
て
い
た
こ
と
も
あ

り
早
期
選
考
を
受
け
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
準

備
の
時
間
が
足
り
ず
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
早
期
選
考
の
失
敗
か
ら
、
就
職
活
動
は
事
前

準
備
が
重
要
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

３
年
生
に
な
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
参
加
と
並

行
し
て
特
に
力
を
入
れ
た
の
が
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

で
す
。
あ
ら
か
じ
め
書
く
内
容
は
ど
の
企
業
も
殆

ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
、
事
前
の
情
報
収
集
で
知
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
作
成
し
、

約
７
社
分
は
そ
れ
を
元
に
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
記

入
し
ま
し
た
。
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
応

募
し
た
企
業
は
書
類
で
落
と
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
面
接
は
練
習
も
大
事
で
す
が
、
実

際
に
本
当
の
採
用
面
接
を
受
け
、
聞
か
れ
や
す
い

質
問
を
自
身
で
分
析
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。
面
接
と
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
つ
い
て
書
き

ま
し
た
が
、
特
に
重
要
な
の
は
Ｓ
Ｐ
Ｉ
な
ど
の
筆

記
対
策
で
す
。
面
接
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
は
そ
の

時
の
ア
ド
リ
ブ
で
な
ん
と
か
な
り
ま
す
が
、
学
力
は

１
週
間
程
度
の
短
期
間
で
は
向
上
し
ま
せ
ん
。
１

日
５
分
で
も
10
分
で
も
時
間
を
作
っ
て
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。就
活
を
し
て
い
た
当
時
を
振
り
返
る
と
、

も
っ
と
Ｓ
Ｐ
Ｉ
の
勉
強
を
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔

し
て
い
ま
す
。

就
職
活
動
は
ど
れ
だ
け
準
備
し
て
き
た
か
で
大

き
く
結
果
が
変
わ
り
ま
す
。
有
名
な
企
業
に
就
職

し
た
い
場
合
は
な
お
さ
ら
で
す
。
そ
の
た
め
自
身

が
目
指
す
進
路
に
向
け
て
一
秒
で
も
多
く
の
時
間
を

使
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

経
済
経
営
学
科
４
年

鈴
木
凛
太
郎

  （
青
山
商
事
㈱

内
定
）

私
が
本
格
的
に
就
職
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

の
は
、３
年
生
の
秋
頃
で
す
。「
本
格
的
に
」と
は
言
っ

て
も
合
同
企
業
説
明
会
等
に
応
募
し
、
参
加
す
る

程
度
で
し
た
。
合
同
企
業
説
明
会
は
様
々
な
職
種
・

業
種
の
企
業
が
一
堂
に
会
す
る
有
意
義
な
場
で
す
。

し
か
し
、
数
多
の
企
業
か
ら
自
分
の
興
味
の
あ
る

ブ
ー
ス
を
絞
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
徒
労
に
終
わ
り
ま

す
。
実
際
、
私
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
参
加
す

る
企
業
は
ど
の
よ
う
な
企
業
な
の
か
、
自
分
が
興

味
の
あ
る
職
種
・
業
種
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
調

べ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
成
果
は
薄
か
っ
た
と
感
じ

ま
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
企
業
の
採
用
解
禁
日
で

あ
る
３
月
１
日
ま
で
に
、
そ
こ
に
向
け
た
十
分
な

準
備
を
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

私
の
就
活
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
は
、「
自
分
に
な

る
べ
く
負
荷
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
」
で
し

た
。
履
歴
書
の
ペ
ン
書
き
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
検
査
、
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
は
精
神
的
に
も
疲
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
選
考
は
面
接
重
視
で
行
う
企
業

に
絞
っ
て
探
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
就
活
に
お
い

て
は
面
接
時
の
受
け
答
え
と
企
業
研
究
に
注
力
で

き
ま
し
た
。
他
に
も
、
同
業
他
社
と
比
較
を
し
な

い
で
済
む
よ
う
に
志
望
企
業
を
選
び
ま
し
た
。
同

じ
業
種
間
で
ラ
イ
バ
ル
企
業
同
士
の
選
考
を
受
け
る

こ
と
は
、
入
社
意
志
を
１
社
に
対
し
て
忠
実
に
表

現
し
た
い
と
考
え
る
私
に
と
っ
て
抵
抗
感
を
覚
え
た

か
ら
で
す
。
こ
う
し
た
考
え
方
も
あ
り
、
同
業
他

社
と
の
比
較
に
費
や
す
時
間
を
な
る
べ
く
カ
ッ
ト
し

て
い
ま
し
た
。
極
端
な
例
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分

の
就
活
ス
タ
イ
ル
を
見
つ
け
て
、
や
り
や
す
い
形
で

進
め
て
い
く
と
余
裕
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
就
職
活
動
は
慣
れ
な
い
こ
と
が
多
い
で

す
。
疲
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

時
に
は
し
っ
か
り
と
体
を
休
め
て
、
自
分
の
や
り
や

す
い
方
法
を
探
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
と
良
い
と
思

い
ま
す
。

文
化
経
済
学
科
４
年

田
中

真
由

（
柏
崎
市
消
防
本
部

内
定
）

私
は
２
年
生
の
中
頃
か
ら
「
消
防
士
に
な
る
」

と
い
う
夢
の
実
現
の
た
め
、
大
学
で
の
公
務
員
対
策

講
座
や
自
主
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
疑

問
が
出
た
際
に
は
、
水
球
部
の
先
輩
に
勉
強
会
を

開
い
て
い
た
だ
き
、
ま
た
先
生
方
に
質
問
を
し
に
行

き
解
決
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
と
公
務
員
試
験
の
勉

強
の
両
立
は
大
変
な
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
目
標

が
あ
る
か
ら
こ
そ
乗
り
越
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

３
年
生
の
３
月
に
、
合
同
企
業
説
明
会
や
民
間

企
業
の
選
考
が
始
ま
り
、
焦
り
も
あ
り
ま
し
た
が
、

目
標
を
明
確
に
し
て
い
た
こ
と
で
、
周
り
に
流
さ
れ

ず
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
就
職
課
の
方

と
相
談
し
、
民
間
企
業
で
の
就
職
活
動
と
公
務
員

試
験
を
同
時
に
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
自
己
分
析
や
企
業
研
究
な
ど
に
取
り
組

み
、
就
職
課
に
は
毎
週
通
い
、
履
歴
書
の
添
削
や

面
接
練
習
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

民
間
企
業
は
５
月
に
内
定
を
い
た
だ
き
、
残
す

は
公
務
員
試
験
だ
け
と
な
り
、
集
中
的
に
勉
強
し

ま
し
た
。
ま
ず
５
月
に
消
防
以
外
の
公
務
員
試
験

を
受
け
ま
し
た
。
周
囲
の
学
生
に
圧
倒
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
不
安
と
緊
張
が
あ

り
ま
し
た
が
、
最
終
合
格
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
６
月
に
本
命
で
あ
る
柏
崎
市
消
防
の
一

次
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
筆
記
試
験
と
体
力
試

験
を
無
事
に
乗
り
越
え
、
一
次
試
験
を
突
破
し
ま

し
た
。
二
次
試
験
、
三
次
試
験
は
面
接
試
験
で
し

た
。
夢
を
掴
み
た
い
私
は
、
就
職
課
の
方
々
は
も

ち
ろ
ん
、
学
内
の
先
生
に
お
願
い
し
て
面
接
練
習

を
し
て
い
た
だ
き
、
ど
ん
な
質
問
を
さ
れ
て
も
臨

機
応
変
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
対
策
を
し
ま
し
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
８
月
に
三
次
試
験
に
合
格
し
、

内
定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

就
職
活
動
は
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
な

い
時
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
分

で
決
め
た
目
標
を
諦
め
ず
に
、
悩
み
ご
と
が
あ
れ

ば
周
囲
の
人
に
相
談
し
て
頼
っ
て
く
だ
さ
い
。
努
力

は
報
わ
れ
る
と
信
じ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
活
動
の
回
復

が
進
み
、
企
業
側
の
採
用
意
欲
の
高

ま
り
と
学
生
優
位
の
売
り
手
市
場
が

鮮
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
卒

を
対
象
と
し
た
調
査
で
、
前
年
度
よ

り
も
採
用
数
を
「
増
加
す
る
」
と
回

答
し
た
企
業
は
34·

４
％
な
の
に
対
し
、

「
減
少
す
る
」
と
し
た
企
業
は
13·

３
％
。「
増
減
な
し
」
と
回
答
し
た
企

業
は
47·

５
％
で
、「
増
加
す
る
」
と

し
た
企
業
と
合
わ
せ
て
８
割
以
上
の

企
業
が
前
年
度
以
上
の
採
用
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
採
用
選
考
の
早
期
化
も
一

層
顕
著
で
す
。「
３
月
採
用
広
報
解
禁
、

６
月
選
考
解
禁
」
の
ル
ー
ル
は
形
骸

化
が
進
み
、
２
０
２
４
卒
が
対
象
の

調
査
で
は
、
３
月
ま
で
に
39·

２
％
の

企
業
が
内
定
（
前
年
度
は
33·

２
％
）

を
出
し
た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
中
で
学
生
側
に
求
め
ら
れ
る
準

備
は
、
入
学
後
の
早
期
段
階
で
志
望

業
種
・
職
種
の
絞
り
込
み
と
自
己
分

析
を
進
め
る
こ
と
、
３
年
次
の
早
期

か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
、

志
望
企
業
に
接
触
す
る
こ
と
で
す
。

求
人
に
関
す
る
情
報
は
年
々
増
加

し
、
企
業
側
の
採
用
形
態
の
多
様
化

や
囲
い
込
み
（
学
生
を
自
社
に
留
ま

ら
せ
る
こ
と
）
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

学
生
が
採
用
側
に
流
さ
れ
や
す
い
就

活
環
境
と
言
え
ま
す
。
そ
の
中
で
納

得
で
き
る
就
職
活
動
を
す
る
た
め
に

は
、「
企
業
選
び
の
軸
を
持
つ
」
こ
と
、

「
自
分
の
個
性
を
理
解
す
る
（
自
己

分
析
）」
こ
と
で
す
。

本
学
で
は
、
昨
今
の
選
考
の
主
流
で

あ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
（
オ
ン
ラ
イ
ン

と
対
面
を
併
用
）
の
採
用
に
対
応
で

き
る
Ｐ
Ｃ
端
末
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
県
外
の
就
職
活
動
等
で
利

用
で
き
る
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
キ
ャ
リ
ア
面

談
な
ど
の
機
会
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
の

授
業
と
連
携
し
、
社
会
で
活
躍
す
る

卒
業
生
か
ら
就
活
体
験
や
企
業
選
び

の
考
え
方
を
聞
く
こ
と
で
、
キ
ャ
リ
ア

意
識
の
啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
あ
な
た
に
と
っ
て
働
く
と
は
何

か
」
は
、
面
接
で
も
よ
く
聞
か
れ
る

質
問
で
す
が
、
そ
の
問
い
に
真
剣
に
向

き
合
う
こ
と
が
「
離
職
し
な
い
就
職
」

へ
の
第
一
歩
で
す
。

ゼ
ミ
担
任
と
就
職
担
当
の
教
職
員

が
密
に
連
携
し
、
将
来
に
向
き
合
う

学
生
を
常
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

本学の就職内定状況（令和 6 年 2 月 7 日現在）
経済学部

男子 女子 合計

今
年
度

内定率（％） 82.1 100.0 84.8

内定者数 46 10 56

上場企業内定率（％） 11.4 11.1 11.3

上場企業内定者数 5 1 6

内定者数 ( 自営他除く ) 44 9 53

就職希望率（％） 96.6 100.0 97.1

就職希望者数 56 10 66

卒業予定者 58 10 68
注：外国人留学生・社会人を除く
内定率 (％）＝内定者数÷就職希望者数
就職希望率（％）＝就職希望者数÷卒業予定者数
上場企業内定率（％）＝上場企業内定者数÷ { 全内定者数－
　　　　　　　　　　　公務員合格者数＋個人経営家業内定者数 }

主な就職内定先（令和 6 年 2 月 7 日現在）   
業 種 内定先企業名                

農業・林業 ( 有 ) スカイファームおざき
建設業 ㈱アップデート、㈱ほくつう、㈱氏田組、㈱元店建設、㈱立川電設

製造業 テイカ製薬㈱、樫山工業㈱、森井紙器工業㈱、㈱ポテトデリカ、日佑電子㈱
㈱北星製作所、㈱丸眞製作所、㈱ブルボン、㈲萬珍食品

情報通信業 ㈱カシックス
運輸業・郵便業 トナミ運輸㈱、日本郵便㈱、山九㈱鹿島支店、マルソー㈱、中村陸送㈱

卸売業 ㈱たかだ、昭和電機産業㈱、総合食品エスイー㈱三条営業所、渡辺パイプ㈱
阪和工材㈱、ブリヂストンタイヤソリューションジャパン㈱

小売業
㈱クスリのアオキ、㈱ツルハ、ネッツトヨタ新潟㈱、㈱インディオ富山
日産プリンス新潟販売㈱、青山商事㈱、新潟日野自動車㈱、㈱コメリ
ウエルシア薬局㈱

金融業・保険業 新潟縣信用組合、柏崎信用金庫
不動産・物品賃貸業 ㈱アクティオ
医療・福祉 ( 医）潤優会 松谷クリニック
複合サービス事業 松任市農業協同組合、十日町農業協同組合
生活関連サービス業・娯楽業 ワタナベグループ、ハウステンボス㈱、㈱ヤマウチ
宿泊・飲食サービス業 ㈱じょんのび村協会
他に分類されないサービス業 新潟綜合警備保障㈱、㈱エイジェック、二幸産業㈱
地方公務・国家公務 自衛官一般曹 ( 陸上）、自衛官一般曹 ( 海上）、柏崎市消防本部

令和 5年度の就職内定状況



地域とのつながり

地
域
の
課
題
に
向
き
合
い
、
交
流
の
輪
が
広
が
っ
た
１
年

地
域
貢
献
活
動
レ
ポ
ー
ト
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令
和
５
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
第
５
類
に
移

行
し
た
今
年
度
、
権
田
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
ま
ち
づ
く
り
・
地
方
行
政

分
野
）
で
は
、
多
方
面
の
地
域
の
方
々
か
ら
連
携
協
力
の
お
声
が
け

を
い
た
だ
き
、
息
つ
く
間
も
な
い
ほ
ど
柏
崎
市
内
を
飛
び
回
っ
た
１

年
で
し
た
。
６
月
の
柏
崎
の
風
物
詩
「
え
ん
ま
市
」
や
、
10
年
目

と
な
る
「
た
か
だ
竹
あ
か
り
」
な
ど
の
恒
例
行
事
は
４
年
ぶ
り
に
従

来
規
模
の
開
催
と
な
り
、
学
生
た
ち
も
活
気
あ
ふ
れ
る
空
間
づ
く
り

に
尽
力
し
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
に
限
定
さ
れ
な
い
、
よ
り
日
常
的
な
問
題
意

識
、
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
新
た
な
交
流
の
場
面
も
大
幅
に
増
え
ま

し
た
。
柏
崎
青
年
会
議
所
主
催
の
「
地
方
の
虎
」
で
は
、
社
会
人

の
方
と
共
に
柏
崎
の
移
住
、
定
住
者
を
増
や
す
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
最
優
秀
賞
の
ア
イ
デ
ア
は
市
に
提
言
さ
れ
、
具
体
化
に

向
け
て
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る「
く

ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
え
き
ま
え
」
で
は
、学
生
が
講
師
と
な
っ

て
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
、大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、

Ａ
Ｉ
新
交
通
「
あ
い
く
る
」
の
予
約
方
法
な
ど
、
市
内
の
高
齢
者

向
け
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
た
講
座
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
柏
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
動
画
制
作
や
柏
崎
常

盤
高
等
学
校
２
年
生
と
の
交
流
学
習
な
ど
、
柏
崎
で
暮
ら
す
さ
ま

ざ
ま
な
世
代
の
方
と
の
交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
地
域
の
課
題

に
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
で
学
生
自
身
も
多
く
を
学
び
、
成
長
の
機

会
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

黒
岩
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
経
済
分
析
・
経
済
予
測
分
野
）
で
は
、
４

年
生
を
中
心
に
「
産
業
連
関
分
析
」
と
い
う
手
法
を
使
っ
て
、
地
域

経
済
を
分
析
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
産
業
連
関
分
析
」

は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
経
済
効
果
を
計
算
す
る
と
き
に
使
わ
れ
る
手
法

で
す
。

６
月
14
日
か
ら
３
日
間
、
柏
崎
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
え
ん

ま
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
「
え
ん
ま
市
の
経

済
効
果
」
を
分
析
す
る
と
い
う
目
標
を
た
て
、
２
日
目
に
権
田
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
に
も
協
力
を
お
願
い
し
、
祭
り
会
場
で
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
多
く
の
人
出
で
賑
わ
い
、両
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
ブ
ー
ス
に
も
た
く
さ
ん
の
人
々
が
訪
れ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

を
多
数
実
施
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
々
と
も
交
流
が
深

ま
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
配
布
の
際
に
は
、
謝
礼
と
し
て
「
風
輪
通
貨
」
の
配

布
も
行
い
ま
し
た
。
風
輪
通
貨
は
阿
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
中
心
に
産

大
が
展
開
し
て
い
る
地
域
通
貨
の
取
組
み
で
す
が
、
黒
岩
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
は
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
受
け
取
っ
た
風
輪
通

貨
を
す
ぐ
に
商
店
街
で
使
わ
れ
る
地
元
の
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
地
域
通
貨
が
柏
崎
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
実
感
し

た
一
日
で
し
た
。

後
日
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
デ
ー
タ
の
分
析
作

業
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
２
月
に
行
わ
れ
た
「
柏
崎
に
関
す

る
研
究
」
の
発
表
会
で
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
今
回
の
え
ん
ま
市
で

は
他
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
も
連
携
し
、
広
が
り
の
あ
る
活
動
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
間
で
、
そ
し
て
地
域
と
の
間
で
、
よ
り

つ
な
が
り
の
深
い
活
動
を
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

弥
彦
小
学
校
で
は
弥
彦
村
が
モ
ン
ゴ
ル
国
に
あ
る
エ
ル
デ
村
と
国

際
交
流
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
児
童
へ
モ
ン
ゴ
ル
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
で
国
際
感
覚
や
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

10
月
に
同
小
学
校
で
行

わ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
国
際
セ
ミ

ナ
ー
に
、
留
学
生
の
ガ
ン
ト

ル
ガ
エ
ン
フ
ト
グ
ル
ド
ル
さ

ん
（
モ
ン
ゴ
ル
出
身
）
が
講

師
と
し
て
参
加
。
母
国
で
の

生
活
や
文
化
に
つ
い
て
話
を

し
た
あ
と
、
子
ど
も
向
け
の

遊
び
を
児
童
と
一
緒
に
興
じ
、

異
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

近
年
、
日
常
生
活
を
取
り
巻
く
社
会
の
変
化
が
益
々
速
く
な
っ

て
、
従
来
の
仕
組
み
や
対
応
が
上
手
く
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
る
。

人
の
生
体
に
例
え
る
と
古
い
細
胞
を
壊
し
、
新
し
い
細
胞
を
生
成

し
て
入
れ
替
え
な
が
ら
機
能
を
維
持
・
持
続
し
て
い
る
よ
う
に
、

地
域
社
会
も
変
化
に
対
応
し
た
新
た
な
仕
組
み
や
組
織
を
生
み
出

し
、
持
続
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

２
０
２
１
年
に
佐
野
淳
也
氏
が
「
小
規
模
自
治
体
に
お
け
る
内

発
的
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
を
「
地
域
の
生

態
系
や
文
化
を
ベ
ー
ス
に
、
住
民
生
活
の
基
本
的
ニ
ー
ズ
や
住
民

の
協
力
と
多
様
な
主
体
の
協
働
に
基
づ
く
自
律
シ
ス
テ
ム
」
と
定

義
し
て
い
る
。

地
方
や
殊
に
農
山
漁
村
地
域
は
人
と
人
、
人
と
自
然
、
人
と

文
化
・
歴
史
の
濃
密
な
関
係
性
の
中
で
地
域
社
会
の
仕
組
み
や
組

織
が
出
来
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
急
速
な
人
口
減
少
や
超
高
齢

社
会
等
の
激
変
に
対
応
し
た
新
た
な
地
域
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築
の

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
て
い
る
。

延
べ
30
回
に
わ
た
り
行
政
や
コ
ミ
セ
ン
、
農
業
、
商
店
街
等
の

関
係
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
意
見
交
換
を
行
う
な
か
で
「
コ
ト
と
し

て
の
活
動
」
の
重
要
さ
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。
結
果
と
し
て
振
り

返
っ
た
先
に
「
元
気
な
地
域
に
な
っ
て
い
た
！
」
と
い
う
の
が
「
地

域
発
の
コ
ト
づ
く
り
」
だ
と
考
え
、
次
の
よ
う
な
提
案
を
纏
め
た
。

一
、
地
域
の
魅
力
（
チ
カ
ラ
）
を
示
す
・
魅
せ
る
＝
地
域
の
魅

力
や
価
値
を
見
い
だ
す
、
必
要
に
応
じ
て
地
域
内
の
つ
な

が
り
を
つ
く
る
、
外
と
つ
な
が
る
若
い
人
達
と
既
存
の
共

同
体
が
連
携
す
る
。

二
、
外
の
人
と
つ
な
が
り
を
つ
く
る

三
、
実
際
に
試
し
て
見
る
＝
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
、
情
報
の

共
有
、
ゆ
る
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

今
後
更
に
様
々
な
人
と
の
意
見
交
換
で
、
新
し
い
地
域
エ
コ
シ

ス
テ
ム
の
方
向
性
が
深
化
し
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

柏
崎
市
や
新
潟
県
よ
り
お
力
添
え
い
た
だ
き
、
２
月
25
日
（
日
）

の
午
後
か
ら
本
学
講
堂
で
「
人
口
減
少
の
中
で
も
幸
せ
感
を
は
ぐ

く
む
！
を
考
え
る
」
第
６
回
柏
崎
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
高
校
や
地

域
と
一
緒
に
な
っ
て
開
催
し
、
更
に
社
会
実
装
を
目
指
す
こ
と
と

し
て
い
る
。

生
涯
学
習
事
業
・
聴
講
講
座
の
ご
案
内

新
潟
産
業
大
学
「
聴
講
講
座
」
は
、
一
般
の
方
々
が
年
齢
や
学

歴
に
関
係
な
く
学
生
た
ち
と
一
緒
に
大
学
の
授
業
を
気
軽
に
受
講

で
き
る
制
度
で
す
。

ま
た
、「
生
涯
学
習
友
の
会
」
は
、
生
涯
学
習
事
業
を
支
援
し
、

実
り
多
い
生
涯
学
習

の
実
現
を
図
る
と
と

も
に
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
会
員
制

度
で
す
。

聴
講
講
座
の
申

し
込
み
や
友
の
会

の
入
会
は
、
毎
学
期

初
め
に
募
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご

興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

友
の
会
年
会
費

二
千
円

※
入
会
後
、
聴
講
講
座
受
講
料
が
１
科
目
二
千
円
引
き

（
通
常
１
科
目
15
週
で
一
万
円
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

新
潟
産
業
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
事
務
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
５
７
（
２
４
）
８
４
４
１

e-m
ail

：ren
k
ei@
ad
a.n
su
.ac.jp

えんま市に産大ブースを出店

えんま市での調査活動

学生が講師を務めるスマホ教室

アンケートと風輪通貨弥彦小学校での交流事業公開セミナー「今求められる教育と地域連携の課題」

「
え
ん
ま
市
」の
経
済
効
果
を
求
め
る

弥
彦
小
学
校
モ
ン
ゴ
ル
国
際
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た

【
附
属
柏
崎
研
究
所
の
活
動
】「
第
６
回
柏
崎
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
向
け
て
」

新
潟
産
業
大
学
附
属
柏
崎
研
究
所
主
席
研
究
員

春
日

俊
雄柏崎市コミュニティ推進協議会全体研修会で

地域活動の視点について提案
筆者、前澤事務局員による提案



通信だより
新
潟
産
業
大
学
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー・サ
ン
チ
ャ
ッ
カ

ル
が
贈
る
新
コ
ー
ナ
ー『
サ
ン
チ
ャ
ッ
カ
ル
通
信
』。

ボ
ク
が
誕
生
し
て
今
年
で
19
年
。そ
う
、今
年
入
学
の
大
学
１
年

生
と
同
い
年
ち
ゃ
っ
か
る
！

こ
れ
か
ら
産
大
を
メ
ジ
ャ
ー
に
す
る
た
め
、情
報
を
チ
ャ
ッ
チ
ャ

と
発
信
し
て
い
く
よ
。み
ん
な
応
援
し
て
ほ
し
い
ち
ゃ
っ
か
る
！

着
ぐ
る
み
登
場
！

昨
年
10
月
某
日
、学
友
会
に
大
き
な
荷
物
が
届
き
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
が
ド
キ
ド
キ
し
つ
つ
箱
を
開
け
る
と…

中
か
ら
は
サ
ン
チ
ャ
ッ
カ
ル
の
着
ぐ
る
み
が
！

今
年
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
出
没
す
る
、か
も
⁉

新潟産業大学では、皆さまからの温かいご支援(ご寄付)による学生の学ぶ環境の向上を目指しております。
寄付金は3,200万円を目標額としており、老朽化が著しいマイクロバス入れ替えの購入資金や、本館トイレ改修工事費、
学生ラウンジやＡ号館大教室(221、222教室)のエアコン入れ替えに活用させていただきます。皆さまからの温かいご
支援の一つひとつが教育を支える力となり、学生生活を豊かにすることに繋がります。ご支援に賛同いただける方は、
下記のＱＲコードよりお手続きをお願いいたします。【寄付金のご応募は任意です】

寄付金窓口QRコード

「まずは自己紹介」

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、み
な
さ
ん
か
ら
、サ
ン
チ
ャ
ッ
カ

ル
へ
の
お
便
り
、質
問
を
ど
し
ど
し
募
集
い
た
し
ま
す
。

ま
た
大
学
の
Ｈ
Ｐ
や
Ｘ
も
、併
せ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
く
だ
さ
い
！
【
宛
先・入
試
課
サ
ン
チ
ャ
ッ
カ
ル
通
信
係
】

『
サ
ン
チ
ャ
ッ
カ
ル
通
信
』

2005年に産大マスコット
として誕生。この姿は令和
版の二代目。夢の国のアヒ
ルに似ているがれっきとし
たカモメ。性格はのんびり
屋だけど意外に物知り。口
癖は「ちゃっかる」。

【PROFILE】
サンチャッカル

( 二代目 )

ボ
ク
の
名
前
は

サ
ン
チ
ャ
ッ
カ
ル

相
撲
部
屋…

じ
ゃ
な
く
て

産
大
マ
ス
コ
ッ
ト

ち
ゃ
っ
か
る
。

新
潟
県

柏
崎
市
出
身
、

応
援
４
６
４
９

ち
ゃ
っ
か
る
！

ヨ

ロ

シ

ク

皆さまからの温かいご支援をお待ちしております。
新潟産業大学基金　ご支援のお願い

平成21年購入
マイクロバス
走行距離
約27万Km(2024.2時点)
エアコン故障・修理不能

学生ラウンジ
GHPエアコン故障

こちらから
ご覧ください

managara Days
続々更新中！

講
義
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
生
活
の
す
べ
て
が
フ
ル
オ

ン
ラ
イ
ン
で
完
結
す
る「
ネ
ッ
ト
の
大
学
m
a
n
a
g
a
r
a

（
経
済
学
部
経
済
経
営
学
科
通
信
教
育
課
程
）」は
開
設
よ

り
３
年
目
を
迎
え
、９
０
０
名
を
超
え
る
学
生
が
全
国
各

地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
学
び
を
進

め
て
い
ま
す
。

今
回
は
今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
ほ
か
、managara

の

自
由
度
を
活
か
し
て
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
で
海

外
進
出
に
向
け
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
学
生
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

オ
フ
ラ
イ
ン
交
流
会
を
実
施

m
a
n
a
g
a
r
a
で
は
、定
期
的
に
オ
フ
ラ
イ
ン
交
流
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
第
１
回
に
東
京
・
池
袋
の

m
a
n
a
g
a
r
a
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
池
袋
で
開
催
。学
生
や
教
員
同

士
の
交
流
会
や
た
こ
や
き
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
行
い
、実
際

に
会
え
た
こ
と
を
互
い
に
喜
び
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

第
２
回
は
昨
年
同
様
、新
潟
産
業
大
学
内
で
開
催
。全
国

各
地
か
ら
学
生
た
ち
が
集
ま
り
、キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
や
教

員
も
交
え
た
ラ
ン
チ
会
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。同
日
に
開

催
さ
れ
て
い
た
通
学
課
程
の
学
園
祭『
紅
葉
祭
』を
見
て
回

る
時
間
も
あ
り
、通
学
課
程
の
学
生
と
も
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た

第
３
回
は
大
阪
・
梅
田
の
a
n
a
g
a
r
a
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
梅

田
で
開
催
。m
a
n
a
g
a
r
a
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
の
明
る
く
開
放
的

な
空
間
に
、学
生
や
教
員
た
ち
も
非
常
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な

が
ら
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

オ
フ
ラ
イ
ン
交
流
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、実
際
に
顔
を

合
わ
せ
て
話
が
で
き
、交
流
関
係
も
広
が
る
こ
と
で
、日
々

の
学
修
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
繋
が
っ
た
よ
う
で
す
。

manag
ara
生
が
ラ
ジ
オ『
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
』に
出
演

i
n
t
e
r
f
m
の
ラ
ジ
オ
番
組『
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
』

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、学
生
が
ラ
ジ
オ
出
演
し
て
い
ま

す
！
番
組
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
経
営
者
と
Ｚ
世
代
に
よ
る

『
未
来
創
造
会
議
』」。Ｚ
世
代
が
日
本
を
彩
る
経
営
者
か
ら

生
き
方
や
仕
事
観
な
ど
を
学
ぶ
一
方
、経
営
者
は
Ｚ
世
代

か
ら
今
と
未
来
を
学
び
ま
す
。

番
組
で
は
Ｚ
世
代
代
表
と
し
て
、m
a
n
a
g
a
r
a
生
が

出
演
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
m
a
n
a
g
a
r
a
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
２
年
生
の

高
橋
昂
さ
ん
が
、長
谷
虎
紡
績
株
式
会
社
の
長
谷
享
治
社

長
と
対
談
。普
段
趣
味
で
ア
ー
ト
を
制
作
し
て
い
る
高
橋
さ

ん
。社
長
と
の
対
談
を
経
て「
自
分
を
見
つ
け
て
く
れ
る
人

を
信
じ
て
発
信
し
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

第
３
回manag
ara
祭（
学
園
祭
）を
開
催

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
彩
り
彩
ら
れ
」。“
彩
り
”は

「
お
も
し
ろ
み
や
華
や
か
さ
を
付
け
加
え
る
」と
い
う
意
味

が
あ
り
、参
加
し
て
く
れ
た
人
に
も
た
く
さ
ん
盛
り
上
が
っ

て
も
ら
い
、皆
で
、皆
に
と
っ
て
お
も
し
ろ
く
、華
や
か
な
学

園
祭
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
想
い
を
込
め
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

し
た
。

今
回
の
学
園
祭
は
、企
画
か
ら
運
営
ま
で
学
生
チ
ー
ム

が
主
体
と
な
っ
て
動
い
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
の
ゲ
ス
ト
は
女
優
・
タ
レ
ン
ト
の
い
と

う
ま
い
子
さ
ん
。い
と
う
ま
い
子
さ
ん
に
は
、通

信
制
大
学
へ
の
進
学
や
学
業
と
の
両
立
、壁
の

乗
り
越
え
方
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
感
謝
の
木
を
作
ろ
う
』の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

日
々
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Ｑ.managaraに入学したきっかけを教えてください
Ａ.高校３年生のときに高校の先生に紹介してもらいました。海外留
学を考えていたのですが、新型コロナウイルスの影響で諦めてしまっ
ていました。その時に当時の先生に紹介してもらい、留学とはまた別
のかたちで海外に触れられるのが良いと思ったのがきっかけです。
将来、経営者になりたいと考えている自分には経済・経営が学べる
managaraはぴったりでした。

Ｑ.海外インターンシップコースはいかがですか？
Ａ.入学してまだ半年と少しなので、まだ準備中ですが海外の会社
の人と話したり、コースの講師の方が社会についてどんなことを考
えているのかを知れて、すごく勉強になります。社会課題の解決に興
味があって、フィジーがどのような社会課題を持っているのか、それ
をどうすれば解決できるのかなど、現地の人と話をしてフィジーと日
本を繋げたい、という想いがあります。

Ｑ.将来はどのような人になりたいですか？
Ａ.具体的な自分の姿をまだはっきりと思い描けているわけではな
いですが、教育や社会課題を軸に世界で活躍する人材になりたいで
す。教育に関心をもったのは、高校の時に自分の好きなことを学べる
環境がもっとたくさんあると良いなと思ったことがきっかけでした。
社会課題に関しては、ニュースでよく耳にするSDGsが世界中で取り組
まれている大事なゴールであることを理解したことで、自分も今後の未
来のために何かできることがあるなら手助けしたいと思ったのです。

メッセージ
managaraに入学すると、自分の可能性を見出したいと思っている
人はきっと新しい道が拓けると思います。通信制大学の良いところ
は様々な年代の方や色々な価値観を持っている人とより多く出会え
るところです。専門的な学業に取り組みたいという学生だけではな
く、既に色々な経験をしてきた人たちの考え方や知識に触れること
ができるのはmanagaraならではだと思っています。

ネットの大学 managaraで学ぶ学生の声をご紹介します！

オンラインでオープンキャンパスを開催しています。
詳細はホームページをご覧ください。
お問い合わせ先「ネットの大学managara 教育相談室」
Tel：0120（836）047
E-mail：managara_nyushi@ada.nsu.ac.jp

山本  大輝さん（海外インターンシップコース）
※海外インターンシップコース：大学卒業に必要な学びは
　オンラインで行い、自由な時間で海外インターンシップ
　に挑戦するコース。

プロフィール
通信制高校を卒業後、海外インターンシップコース生として
ネットの大学managaraに入学。山本さんは地元の学習塾でサ
ポートを行いながら、叔父の紹介でIT企業の取締役としても活
動。海外で活躍できる人材を目指して、フィジーへのインター
ンに向けて日々準備を進めています。（2023年11月取材当時）

managaraDays ― 学生の声 ― 過去のmanagara
生の出演はこちらから

も、もちろん中に人は入っていません（汗）

NIIGATA SANGYO UNIVERSITY 13SEIGAIHA vol. 3714



青海波新潟産業大学報

2024　vol.37NIIGATA SANGYO UNIVERSITY

CAMPUS TOPICS
部活動・サークル活動
図書館だより
授業紹介
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地域とのつながり
ネットの大学managara
サンチャッカル通信
INFORMATION
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特集
2025年4月より
2学科6コース体制へ（2024年2月現在

　　　վ組ߏ૝中）1

学事日程（2024年4月～9月）
月 日

3日(水)
3日(水) ～ 7日(日)
4日(木)・5日(金)
8日(月)

7日(水) 
8日(木) 
13日(火) ～ 15日(木)
19日(月)
19日(月) ～ 9月6日(金)
3日(火)
15日(日) ～ 19日(木)
20日(金)
23日（月）
30日(月)

15日(月) 
25日(木)
29日(月)・30日(火)
31日(水) ～ 8月6日(火)

4月

5月
6月

7月

8月

9月

祝日授業日
地域理解ゼミナール合同発表会(2年生)
補講日
春学期定期試験期間
試験予備日
学生夏季休業開始
お盆窓口業務休業日（予定）
追試験
集中講義期間
秋学期卒業者発表・成績発表
履修登録期間
授業開始
祝日授業日
9月卒業式

2日(日)
15日(土)

創立記念日
個別面談・父母の会総会(予定)

入学式
履修登録期間（新入生）
ガイダンス・健康診断
授業開始

行　　　事　　　等

【プログラム】

※実施内容は変更となる
可能性がございます。
　詳細は大学HPをご覧
ください。

Instagram
nsu_gakuseikoho

　　　SNSで情報発
学生広報チームが
　　　SNSで情報発信！

ゼミや部活動、学内外のイベントなど、学生が日々取材に飛
び回ります！
学生の視点から産大の魅力をXやInstagramで発信しています
のでぜひご覧ください。

最新の産大情報とお土産を
用意して、皆さんの参加を
お待ちしています！ 10：30～13：00

2024.3.20（水・祝）
学部・学科の魅力を説明、入試・奨学制度の説明、
在学生によるキャンパスツアー、フリートークなど

お申し込み・お問合せ 　  0120-787-124（入試課）

春のオープンキャンパスを開催！

X
＠NSU_gakuseikoho

青海波（せいがいは）

発　行　日／令和６年２月
編集・発行／新潟産業大学　新潟県柏崎市軽井川4730番地
　　　　　　　TEL0257-24-6655　FAX0257-22-1300　https://www.nsu.ac.jp/

無限に広がる穏やかな波に未来永劫と平和な暮らしへの願いが込められた文様。
この文様の由来は遠くシルクロードまで遡るとされており、これを本学の校章（３つの波）に重ね合わせ、
地域を知り世界を知ることの象徴として、本学の情報発信媒体である学報の名称に採用しました。

表紙の写真「黄昏の頃」

表紙の写真は、本学写真部の本田翔大さん（文
化経済学科2年）の投稿作品です。
秋の夕暮れ、友人と海を見に行った時に何気な
く撮影した一枚ですが、夕日が沈む海を眺め
ながら物思いにふける様子が伝わります。
「僕は何者で、何になるんだろう・・・」。とりと
めのないことを考えるひととき。
若い皆さんも、そしてかつて若かった皆さんも、
きっとこんな経験があるのではないでしょうか。

（撮影場所：鵜川河口付近にて）
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